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地球環境
4

地球環境問題の深刻化



トヨタの環境問題への考え方
5

2015年10月 トヨタ環境チャレンジ2050 発表



①新車CO2ゼロチャレンジ

▲90% 2050年

②ライフサイクルCO2ゼロチャレンジ

③工場CO2ゼロチャレンジ

⑤循環型社会・システム構築チャレンジ

④水環境インパクト最小化チャレンジ

⑥人と自然が共生する未来づくりへのチャレンジ

2050年 ゼロを目指す

ゼ
ロ
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ス
を
目
指
す

チ
ャ
レ
ン
ジ

次世代車の開発・普及

環境配慮設計
～素材から廃棄まで～

再エネ導入・水素利用

徹底した低CO2革新技術

徹底的に使用を少なく
徹底的にきれいに

資源循環システム
グローバル展開

活動を社会・世界とつなぐ

オールトヨタ統一活動

数値目標

数値目標

３つのゼロチャレンジ
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海外大手のクリーンエネルギーの活用

2016年9月発表

2050年までに使用電力を

出典)ゼネラルモーターズ HP

100%クリーンエネルギーに切替

クリーンエネルギーの活用は世界的な潮流

2017年11月発表

全電力クリーンエネルギー：2020年目標

出典)レスポンス ’17年11月17日
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3つのチャレンジを達成するために

産業界としても

・経済性

・安定供給

とりわけ

への配慮が不可欠

クリーンエネルギー普及に遅れを取ってはいけない

9

クリーンエネルギー
更なる活用に向けた

イノベーションを進めていきたい
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クリーンエネルギーを活用した水素社会の姿



水素の特徴

使用過程で

多様な

一次エネルギーで

製造可能

貯蔵・圧縮

輸送が可能CO2ゼロ

産業技術で

世界を牽引

クリーンエネルギーの

変動吸収
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水素の特徴

使用過程で

多様な

一次エネルギーで

製造可能

貯蔵・圧縮

輸送が可能CO2ゼロ

産業技術で

世界を牽引

エネルギー

として使用
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日本には､世界トップの材料/部品メーカー多数

⇒日本での開発･導入は、国際競争力･産業育成･雇用創出への効果大

日本が水素技術で世界をリード

画像提供）岩谷産業㈱画像提供）東芝エネルギーシステムズ㈱

画像提供）川崎重工業㈱画像提供）川崎重工業㈱

画像提供)アイシン精機㈱画像提供)㈱豊田自動織機
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政府の水素基本戦略シナリオ

出典）経済産業省 資源エネルギー庁
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供給

利
用

コスト

モ
ビ
リ
テ
ィ

現状 2030 将来目指すべき姿

発
電

化石燃料由来水素
（副生水素、天然ガス改質）

国際水素ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ構築
国内再エネ由来
水素製造技術確立

CO2フリー水素
（褐炭×CCS、再エネ活用）

30円/Nm3
（1/3以下）

～100円/Nm3
（ステーション価格）

20円/Nm3
（1/5以下）

FCV

スケールアップ
大幅コストダウン

80万台4万台2,000台

17円/kWh
（商用段階）

－
（技術開発段階）

12円/kWh
ガス火力発電を代替

(2020) (2030)

ﾌｫー ｸﾘﾌﾄ 40台 500台 １万台

ｽﾃー ｼｮﾝ 100箇所 160箇所 900箇所相当
収益性向上により
ガソリンスタンドを代替

FCﾊﾞｽ 2台 100台 1,200台

(現在)

FCV／
ｽﾃｰｼｮﾝ
自立化

※2020
年代後半

FCスタックの技術進歩・低
コスト化によりガソリン車を
代替

大型車両のFC化

サプライチェーン構築実証、スケールアップ

ステーションコスト半減

水素量 0.02万t 0.4万t 30万t ～1,000万t＋α
（発電での消費量に大きく依存）

ロードマップ目標

(2020)(現在)

（商用ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ規模）

(参考) 水素消費量500万-1,000万ｔは
発電容量で15-30GW程度

(参考) 水素消費量30万ｔは
発電容量で100万kW程度

天然ガス輸入量

8,500万ｔ/年

天然ガス輸入価格

16円/Nm3*

*水素熱量等価換算

（参考比較）

ガソリンスタンド数

31,500箇所

乗用車台数

6,200万台

LNG火力発電単価

12円/kWh

火力発電設備

132GW

水素発電実証、環境価値評価の仕組み確立

ｽﾃｰｼｮﾝ戦略的整備、規制改革、技術開発

各省連携による水素供給NW整備

FC
活用 22万台ｴﾈﾌｧー ﾑ 530万台

ｴﾈﾌｧｰﾑ
自立化

家庭等における従来
エネルギーシステムを代替

世帯数

5,300万世帯
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2020 2050年

エンジン車
HV

PHV

FCV

EV

2010

販
売
台
数

90％削減

2010年 2050年

新車
平均
CO2

排出
量

（TtW)

CO2削減目標

2050年新車CO2 90%削減 (2010年比)

16



17
CO2排出量を削減していくには

CO2

車両電動化が必須



イギリス
ガソリン・ディーゼル車
2040年までに販売禁止

日本経済新聞 ’17年7月7日

他国･他社のEV化論調

フォルクスワーゲン

25年までにＥＶ50車種投入

欧州
燃費規制

日本経済新聞 ’17年７月２６日

ボルボ
19年から

全車種をEV・ＨＶに

日本経済新聞 ’17年7月5日

日本経済新聞 ’17年9月12日

他国 他社

フランス
ガソリン・ディーゼル車
2040年までに販売禁止
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Electric Vehicle

Electrified Vehicle

電気自動車

電動車両

充電された電気で走る車

HV, PHV, EV, FCV

EV 電動車両の１種

電動車両と電気自動車
19



「お客様」と「市場」

20
求められるクルマのニーズを決めるのは

電動車商品の選択肢は1つではない



90以上の国・地域で販売

電動車開発人員 約4,500人

年間電動車販売 約152万台（2017年*過去最高）

1997年以降20年で、約1,100万台以上

21
トヨタの電動車販売実績



・お客様が環境性能で

クルマを選ぶ

・お客様の利便性に期待に

沿った商品を提供

22
トヨタの電動車販売実績が意味すること

累積販売台数

約1,100万台以上



HV＋PHV＋FCV

140万台

HV

241万台

EV

49万台

PHV

33万台

FCV

0.2万台

市場シェア

43％

トヨタは電動車マーケットのリーダー
今後もお客様と市場にマッチした電動車を提供

23
世界の電動車市場（2016年）

323万台



Motor

Battery

Inverter (PCU)

Engine

Fuel Cell
Hydrogen
TankH2

O2

H2

Charging

Engine Charging

HV

PHV

EV

FCV

24
電動化のコア技術「モーター・バッテリー・インバーター」

車両電動化のコア技術 全ての電動車で活用可能



航続距離が短い

充電時間が長い

充電インフラ整備

電池の重量

電池のコストが高い

電池の耐久性

25

EVの課題

開発・生産への思い切った投資が必要

電池の資源確保難 電池リユースリサイクル体制未整備

まだまだ解決すべき課題が多い



26
EVは大容量電池を搭載

EVHV

0.75kWh 40kWh＜電池容量＞

他社市販EVプリウス



豊田佐吉

1925年 佐吉電池公募

1939年 蓄電池研究所設立

1997年 初代プリウス発売（ニッケル水素）

2003年 リチウムイオン電池実用化

2020年代
全固体電池実用化

金属空気電池など

理想の蓄電装置

高密度、無放電、急速蓄電、
低抵抗で、簡易構造・高耐久性

27
トヨタの電池開発の取り組み

創業期から重要性を認識、こだわりをもって開発



出
力
密
度(W

/
L
)

エネルギー密度 (Wh/L)

(金属空気電池 等)

革新電池

目標

佐

吉

電

池

目標

全固体電池

現状
(研究)

リチウムイオン電池
(高容量型)

0

高出力

長EV航続距離

次世代電池の開発

電動車普及のキーとなる次世代電池を開発

28



29
EVの課題解決に向けて

業界ナンバーワンの
車載用角形電池の実現と

安定供給

トヨタのみならず
広く自動車メーカーの
電動車の普及に貢献

両社の強みを活かして「グローバルに戦える電池」 を開発・生産



ゼロエミッション
走行中のCO2排出ゼロ

使い勝手の良さ

航続距離（ガソリン車並み）
水素充填時間（3分程度）

エネルギーの多様化

水素は多様な

一次エネルギーから製造可能

モーター駆動ならではの

滑らかな走りと静粛性

発進～低・中速域の

加速の良さ

走りの楽しさ

供給能力大

非常時電源供給

FCVの魅力
30



31

商用用途でのFCVとEVのコスト競争力比較
31

長距離走行のＥＶは電池質量が増大、
その分積載量が目減りするためコストパフォーマンスが悪化

200km/日 400km/日 600km/日 800km/日 1000km/日

ＦＣ

ＥＶ

【全所有コスト】
車両価格、燃料費、
メンテナンス費等

コストアップ

ＦＣ優位ＥＶ優位



32
燃料電池技術の展開

乗用車 商用車

産業用

2014年「MIRAI」

2020年代に乗用車･商用車の商品ラインアップを拡充

https://www.brand-yurai.net/detail/%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%82%B7%E3%83%B3%E7%B2%BE%E6%A9%9F%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE.html
https://www.youtube.com/channel/UCXmF4E8dWEzrRz9R0oTvFLA


グローバルで約1,000万台の量販メーカーとして
お客様へ多様な電動車をお届けするために

技 術 社会基盤

商 品

33
トヨタが目指す全方位の取り組みとは

商品･技術･社会基盤に対し、全方位で取り組む



34
車両電動化のマイルストーン

エンジン車

1990 20502010 204020202000 2030

2050年
CO2ゼロチャレンジ

1997年

世界初量産HV

2014年 FCV

2030年
HV･PHV：450万台以上

EV･FCV ：100万台以上

～2025年頃
全車種に電動
グレード設定

PHV

HV

FCV
EV

2020年～
EVの本格展開



35
これからの電動車の棲み分け（普及イメージ）

HV･PHV･EV･FCVともますます多様化が必要

近距離用途

移動距離

小型宅配車両

EV

HV

PHV

FCV（BUS)

FCV

車
両
サ
イ
ズ

乗用車

路線バス

パーソナルモビリティ

EV領域

HV・ PHV 領域

FCV領域

宅配トラック

大型トラック



車両電動化のコア技術 全ての電動車で活用可能

Motor

Battery

Inverter (PCU)

Engine

Fuel Cell
Hydrogen
TankH2

O2

H2

Charging

Engine Charging

HV

PHV

EV

FCV
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電動化のコア技術「モーター・バッテリー・インバーター」



パワーモジュール

パワーコントロールユニット

（PCU）

パワー半導体

ダイオード

トランジスタ

シリコン（現状）

SiC（将来）

●燃費 10％向上（目標）

●PCUの小型化
（体積 1/5（目標））

次世代パワー半導体の開発

燃費10%向上、体積1/5の小型化を目指す

37



車載パワー半導体の進化

1

0.1

10

オ
ン
抵
抗

(m
Ω
･
c
m

2
)

シリコン

‘00 ‘10 ‘20 ‘30 ‘40 ‘50

2ndプリウス
3rdプリウス

4thプリウス

SiC

GaN

将来デバイス

年度

シリコンは
構造進化で性能向上

4thプリウス
パワーコントロールユニット

次世代パワー半導体は

新材料で性能向上

SiC公道走行試験車

38



産官学プロジェクト

国の産業政策として更なる後押しをお願いしたい

39

ポストLiBの開発
（全固体電池など）

文科省

次世代車載用蓄電池の
実用化に向けた
基盤技術開発

経産省

SIP
次世代パワエレ

内閣府
経産省

先端的低炭素化
技術開発(ＡＬＣＡ)

パワー半導体の開発
（ポストSi）

次世代パワエレ
技術開発

プロジェクト

経産省

省エネルギー社会
に資する次世代
半導体研究開発

文科省

水素利用の本格普及

SIP
エネルギー
キャリア

内閣府

ALCA
理化学研究所
による先端研究

文科省

再エネ等を活用
した水素社会
推進事業

環境省

未利用エネルギーを
活用した水素サプライ
チェン構築実証事業



自動運転による省エネ効果

自動走行の普及 → 交通流改善で省エネに貢献

40



一般車による
交通流

（自然渋滞）

例)サグ部*周辺における自然渋滞の解消

自動運転車
普及後

（イメージ）

ドライバー心理変化による

過度な加減速操作を補う

41

【イメージ図】

地形変化による

自然加減速を補う

*下り坂から上り坂への変化点

車両速度を適切にサポートすることで、スムーズな交通流に貢献



安全・安心

感動
（ワクドキ）

環 境

もっといいクルマ
いい町・いい社会

情報化

知能化電動化

｢持続可能な社会｣｢お客様の笑顔｣の実現に向けて
42





Mobility Innovation

1

T a k e s h i
Uchiyamada

C h a i r m a n  o f  t h e  B o a r d  o f  D i r e c t o r s  

February 19, 2018

Toyota Motor Corporation

6th Round-Table for Studying Energy Situations

Next-Generation Technologies and Innovation for Decarbonization①

Document 5



1. Toyota's Approach to Environmental Problems

2. Efforts to Realize a Hydrogen-based Society

3. On Mobility Innovation
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The Global Environment
4

Environmental problems are becoming more serious



Toyota's Approach to Environmental Issues
5

Toyota Environmental Challenge 2050 was announced in October, 2015



(1)New vehicle zero CO2 emissions
challenge

90% reduction by 2050

(2) Lifecycle zero CO2 emissions challenge

(3) Plant zero CO2 emissions challenge

(5) Challenge of establishing a recycling-based
society and systems

(4) Challenge of minimizing and optimizing
water usage

(6) Challenge of establishing a future society in
harmony with nature

Achieveing zero by 2050

C
h

a
lle

n
g

e
s
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f a
c
h

ie
v
in

g
 z

e
ro

N
e
t

p
o
s
o
tiv

e
 im

p
a
c
t c

h
a
lle

n
g

e
s

Develop and accelerate 
widespred use of next-
generation vehicles

Environmental friendly 
design, from materials to 
disposal

Use renewable energy and hydrogen

Advanced technologies of low CO2-
emitting production

Throughly reduce usage

Clean throughly and return

Deploy resource recycling 
systems globally 

All-Toyota group activities 
connecting society and the 
world 

Numerical 
target

Numerical 
target

Three Challenges of Achieving Zero
6



1. Toyota's Approach to Environmental Problems

2. Efforts to Realize a Hydrogen-based Society

3. On Mobility Innovation
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Clean Energy Source Usage Among Large Overseas Companies

Announced September 2016

By 2050, switch to clean energy 

Source: General Motors' website

for 100% of energy consumption

Clean energy usage is a global trend 

Announced November 2017

2020 target: Use clean energy for all power needs

Source: Response.jp website, November 
17, 2017

8



How to Achieve the 3 Zero Challenges

Industry initiatives

- Economic Efficiency

- Energy Security

Particular attention must be given to:

The slow speed of clean energy adoption must be resolved

9

Clean energy
Pursue innovation aimed at further adoption

Germany Spain UK  France Italy U.S. Canada
Japan

15.3% 
renewable 

energy 
usage 
(2016)

Nuclear

Natural gas

Fossil 
fuels, 
etc.

Coal

Hydroelectric

Renewable energy



10
Picture of a Hydrogen-Based Society Using Clean Energy

Clean 
energy

Biomass

Wastewater treatment

Electric vehicles and plug-in hybrids

Wind power

Solar power

Power storage equipment
Thermal power generation

power grid

Cities and homes Industrial usage

Hydrogen to power 
conversion

Water electrolysis

Power generation units

Hydrogen grid
Hydrogen tanks
High-capacity, long-
term storage

Cities and homes

Chemical plants

Vehicle fuel
Fuel cell vehicles
Fuel cell buses



Characteristics of Hydrogen

Zero CO2 

emissions in 

hydrogen use

Can be produced 

from a range of 

primary energy 

sources

Store &

Transport

capability

Japanese

Hydrogen 

technology

Leads the world 

Offset clean 

energy fluctuation
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Characteristics of Hydrogen

Zero CO2 

emissions in 

hydrogen use

Can be produced 

from a range of 

primary energy 

sources

Use as energy

12

Store &

Transport

capability

Japanese

Hydrogen 

technology

Leads the world 



Japan is home to many of the world's leading materials and parts manufacturers

⇒Developing and deploying hydrogen applications in Japan will strongly impact international 
competitiveness, industry growth, and the creation of jobs

Japan as a World Leader in Hydrogen Technologies

Photo provided by Iwatani CorporationPhoto provided by Toshiba Energy 
Systems and Solutions Corporation

Photo provided by Kawasaki Heavy Industries Ltd.Photo provided by Kawasaki Heavy Industries Ltd.

Photo provided by Aisin Seiki Co., Ltd.Photo provided by Toyota Industries Corporation
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The Japanese Government's Scenario for Basic Hydrogen Strategy

Source: Agency of Natural Resources and Energy, Ministry of Economy, Trade and Industry
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Fossil fuel-based hydrogen 

(by-product hydrogen, natural gas reformation)

 Developing international hydrogen
supply chains

 Establishing technologies for 
renewable-based hydrogen 
production in Japan

CO2-free hydrogen

(Brown coal combined with CCS, 

utilizing renewable energy)

30 yen/Nm3 
(1/3 or less)

~100 yen/Nm3 
(hydrogen station price)

20 yen/Nm3 
(1/5 or less)

FCV

Scale-up

Substantial cost cuts

800,000 units40,000 unites2,000 units

17 yen/kWh 
(Commercial 

operation stage)

－
(Technological 

development stage)

12 yen/kWh
Replacing gas 

power generation

(2020) (2030)

Forklifts 40 units 500 units 10,000 units

Hydrogen 

stations 100 locations 160 locations some 900 locations

Profitability 

improvement will allow 

hydrogen stations to 

replace gas stations

FC buses 2 units 100 units 1,200 units

(Present) 

FCV/Hydrogen 

stations 

becoming 

independent  

* 2nd half of the 

2020s

FC stack technology 

development and cost 

cuts allowing FCVs to 

replace gasoline 

Introducing large FCVs

Supply chain development and demonstration, scale-up

Halving hydrogen station costs

Hydrogen 

volume 200 t 4,000 t 300,000 t ~10 million t + α
(depending heavily on consumption for 

power generation)

Roadmap targets

(2020)(Present) 

(commercial supply chain capacity)

(Reference) 5-10 million t represents

15-30 GW in power generation capacity

(Reference) 300,000 t in hydrogen 

consumption represents some 1 million 

kW in power generation capacity

Natural gas imports: 

85 million t/y

Natural gas 

import price: 

16 yen/Nm3*
*Conversion based on 

hydrogen’s calorific value 

(Reference comparison)

Number of gas 

station: 

31,500

Number of 

passenger cars: 

62 million

Unit LNG power 

generation cost: 

12 yen/kWh

Fossil power 

generation capacity: 

132GW

Demonstrating hydrogen power generation, establishing an environmental 

value assessment system 

Strategic hydrogen station development, regulatory 

reform, technological development

Relevant government organizations cooperating in 
developing hydrogen supply networks

Utilization 

of fuel cells
220,000 unitsEne-Farm

5.3 million 

units

Ene-Farms 
becoming 

independent

Ene-Farms replacing 
traditional residential 
energy systems

Number of 

households: 

53 million



1. Toyota's Approach to Environmental Problems

2. Efforts to Achieve a Hydrogen Economy

3. On Mobility Innovation
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2020 2050

HV

PHV

FCV

EV

2010

Units 
Sold

Vehicles with engines

90% reduction

2010 2050

Average 
CO2 
emissions 
from new 
vehicles

（TtW)

CO2 Reduction Target

New vehicles in 2050 emit 90% less CO2 (compared to 2010)
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Reducing CO2 Emissions

CO2

Mobility Electrification is essential



UK
Gasoline/diesel car sales to 

be prohibited by 2040

Nihon Keizai Shimbun, July 7, 
2017

Tones to EV Adoption Intent in Other Countries/Companies

Volkswagen

Will introduce 50 EV models 
by 2025

Europe
Fuel efficiency 

regulations

Nihon Keizai Shimbun, July 26, 
2017

Volvo
All vehicles to be EV or HV 

by 2019

Nihon Keizai Shimbun, July 5, 
2017

Nihon Keizai Shimbun, September 
12, 2017

Other Countries Other Companies

France
Gasoline/diesel car sales to 

be prohibited by 2040
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Electric Vehicles

Electrified Vehicles

Vehicles that run on stored power 
from the grid 

HV,  PHV,  EV,  FCV

EV
One of electrified vehicles

Electrified Vehicles and Electric vehicles
19



"Customers" and "Markets"

20
What Determines the Needs of Vehicle Feature?

There's more than one option to choose from with electrified vehicles 



Sold in more than 90 countries and regions

Roughly 4,500 staff in electrified vehicle development

Roughly 1.52M annual electrified vehicle sales (2017, a record high)

More than 11M vehicles sold since 1997 (20 years)

21
Toyota Electrified Vehicle Sales



- Customers choose vehicles 
based on environmental 
performance

- We have supplied products 
that enhance customer 
convenience 
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What Toyota's Electrified Vehicle Sales Mean

Vehicles sold to date

More than 11M



HV＋PHV＋FCV
1.4M units

HV
2.41M units

EV
490K units

PHV
330K 
units

FCV
2K units

Market share

43％

We are the electrified vehicle market leader
We will continue to provide electrified vehicles that fit customer 

and market needs

23
Global Electrified Vehicle Market (2016)

3.23M units



Motor

Battery

Inverter (PCU)

Engine

Fuel Cell
Hydrogen
TankH2

O2

H2

Charging

Engine Charging

HV

PHV

EV

FCV

24
Motors, Batteries, and Inverters: Core Electrification Technologies

Core vehicle electrification technologies              Can be used in all electrified vehicles



Short cruising range

Long charging times

Need to develop charging 
infrastructure

Vehicle weight

High battery costs

Battery durability

25
EV Issues

Require extensive investment in development and productionThere are still many issues to resolve

Difficult to procure battery 
resources Lack of battery 

re-use & recycling systems
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EVs Use High-Capacity Batteries

EVHV

0.75kWh 40kWh<Battery capacity>

Other makers' EVsPrius



Sakichi Toyoda

1925 — Sakichi Toyoda puts public call 
out to develop batteries

1939 — The Battery Research Laboratories 
are established

1997 — The first-generation Prius is launched (using a nickel-
metal hydride battery)

2003 — Lithium-ion batteries hit the market

2020s — Commercialization of all-
solid-state batteries

Metal-air batteries, etc.

The ideal power storage device

Low-resistance, high density, doesn't 
lose charge, charges quickly, simply 

structured, and durable

27
Toyota's Battery Development Milestones

Since its founding, Toyota has pursued perfection in battery development with an understanding of the 

importance of batteries
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Energy density (Wh/L)

(Metal-air batteries, etc.)

Groundbreaking batteries

Goal
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Goal

All-solid-state batteries

Now
(Research)

Lithium-ion batteries
(High-capacity models)

0

High-output

Long EV cruising range

Next-Generation Battery Development

Develop the next-generation batteries crucial to widespread electrified vehicle usage
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In order to solve EV issues

Developing and stably supply 
market-leading automotive 

prismatic batteries 

Contribute to the deployment of 
electrified vehicles from Toyota 

as well as a wide range of 
automakers

Develop and produce globally-competitive batteries with Panasonic.



Zero emissions

Zero emissions when in operation

Ease of use

Cruising range similar to that of gasoline cars

Hydrogen filling time (about 3 mins) 

Energy diversification

Hydrogen can be 
produced from a range of 
primary energy sources

Smooth ride and quietness 
unique to motor-driven vehicles

Good acceleration up to 
low- and mid-range speeds

Driving enjoyment

High supply capacity

Emergency power supply

Appeal of FCVs
30
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200km/日 400km/日 600km/日 800km/日 1000km/日

FCs

EVs

<Total cost of 
ownership>

Vehicle purchase cost, fuel costs, 
maintenance costs, etc.

Increasing 
costs

Large EV batteries enable long cruising ranges but consequently hurt 
carrying capacity, resulting in worse cost performance

Competitiveness Comparison of FCVs and EVs for Commercial Applications

FC edgeEV edge
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Fuel Cell Technology Applications

Passenger cars Commercial vehicles

Industrial applications

MIRAI (2014)

Toyota will upgrade and expand its lineup of passenger and commercial vehicles in the 2020s

https://www.brand-yurai.net/detail/%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%82%B7%E3%83%B3%E7%B2%BE%E6%A9%9F%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE.html
https://www.youtube.com/channel/UCXmF4E8dWEzrRz9R0oTvFLA


As a volume manufacture of approx. 10 million vehicles globally, 
to provide its customers diversified electrified vehicles…

Technologies Social 
infrastructure

Products

33
Toyota's All-encompassing strategies

All-encomapssing approach to products, technologies, social infrastructure 
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Vehicle Electrification Milestones

Vehicles with engines

1990 20502010 204020202000 2030

2050
Zero CO2 emissions 
challenge

1997

World's first mass-
produced HV

2014 FCVs

2030
HVs/PHVs: At least 4.5M units

EVs/FCVs: At least 1M units

From around 2025:
Electrified version
available fot all 
vehicle models

PHVs

HVs

FCVs
EVs

From 2020:BEV
rollout
in earnest



Future Electrified Vehicle Positioning (image of popularization)

Greater diversification is needed for HVs, PHVs, EVs, and FCVs alike

Short distance 

Travel distance

Small delivery vehicles

EVs

HVs

PHVs

FCVs (buses)

FCVs

V
e
h
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le

 s
iz

e

Passenger vehicles

Fixed-route buses

Personal mobility

EV domain

HV/PHV domain

FCV domain

Delivery trucks

Large trucks
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Core vehicle electrification 

technologies

Motor

Battery

Inverter (PCU)

Engine

Fuel Cell
Hydrogen
TankH2

O2

H2

Charging

Engine Charging

HV

PHV

EV

FCV
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Motors, Batteries, and Inverters: Core Electrification Technologies

Can be used in all 
electrified vehicles



Power modules

Power control units

(PCUs)

Power semiconductors

Diodes

Transistors

Silicon (now)

SiC (future)

● Target: 10% fuel performance increase

● PCU miniaturization
(Target: reduce size by 80%)

Develop next-generation power semiconductors

We aim to improve fuel efficiency by 10% and shrink sizes by 80%
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Evolution of the Automotive Power Semiconductor

1
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Silicon

‘00 ‘10 ‘20 ‘30 ‘40 ‘50

2nd Gen 
Prius 3rd Gen 

Prius
4th Gen 
Prius

SiC

GaN

Future devices

Year

Silicon performance 
improves with structural 
advancements

4th Gen Prius
power control unit

Next-generation power 
semiconductor performance 
improves with new materials 

SiC public road test car 
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Industry, Government, and Academia Joint Projects

We hope for further support through government-let industrial policies 

Developing post LiB
(All-solid-state batteries, etc.)

Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science 

and Technology

Basic technology development 
aimed at commercializing next 

next-generation automotive 
batteries

Ministry of 
Economy, Trade and 

Industry
SIP

Next-generation power 
electronics

Cabinet 
Office

Hydrogen supply chain 
construction demonstration 

project utilizing unused energy

Ministry of 
Economy, Trade 

and Industry

Development of cutting edge 
decarbonization technologies 

(ALCA)

Development of power 
semiconductors

(Post Si)

Next-generation power 
electronics technology 
development project

Ministry of 
Economy, Trade and 

Industry

Next-generation 
semiconductor research 

and development for 
achieving an energy-
conserving society

Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science, 

and Technology

Full-scale proliferation of hydrogen 
usage

SIP energy carriers

Cabinet 
Office

Advanced research under 
RIKEN's ALCA program

Ministry of Education, 
Culture, Sports, 

Science, and 
Technology

Project to promote a 
hydrogen-based society that 
uses renewable energy, etc. 

Ministry of 
the 

Environment
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Energy-Saving Effects of Autonomous Driving

Traffic flow improvement by the Autonomous vehicle proliferation 

will lead the energy saving

40



Traffic 
congestion  by 
conventional 

cars

Ex.) Traffic congestion improvement around the Sag area*

After 
Autonomous 

vehicles 
popularization

（Image）

Cover the deceleration by the driver 

caring too much for the distance with 

the front car.

41

【Image】

Cover the deceleration 

by  the change in terrain

*The turning point from downslope to upslope

Realize the smooth traffic movement 

by supporting the appropriate vehicle speed control



Safety and Security

Inspiration
("wakudoki")

Environment

Better Cars, Better Cities, Better Society

Information

IntelligenceElectrification

For achieving “Sustainable Society”, “Customers’ Smiles”  
43
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